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新規制定地盤工 学会基準 「動的 コ
ー

ン 貫入試験方法」 の 素案に つ い て

地盤工 学会基準部
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1． ま え が き

　 こ こ に 公 示 す る学 会 基 準 案 は，新 た に 制定 す る こ とを

提案す る 「動 的 コ
ー

ン 貫入試験方法」 に 関する もの で あ

る 。 原案 は 「動的コ
ー

ン 貫入 試験方法基準化 WG 」 （委

員構 成 は 表
一

〇 に よ り作成され，「地 盤調査規格 ・基

準委員会」 及び 「基準部」 にお い て 審議 さ れ た もの で あ

る。以下 に基準案作 成 の 経 緯 及 び基 準案 の 概要 を述べ る。

　基 準案 に つ い て は，地盤 工 学会 ホ
ー

ム ペ ージ に掲載す

る と と もに ，学会本部図 書室 に お い て 閲覧可能 と した 。

こ こ に 公示 さ れ た 基準案 に対 す る 意見 は ， 平成 26年 3

月31日 まで に 書面 に て 基 準部宛 に ご 提出い た だ きた い 。

会員 か ら意見 が 出 され た場合に は，その 内容を慎重 に検

討 した う え で ，基準部及 び理 事会 に お け る所 定 の 審 議手

続 き を経た後，こ の 基準案 が学 会 基 準 と して 制定 され る。

2． 基準案作成の経緯

　建築分野 に お け る地盤調査 で は ス ウ ェ
ー

デ ン 式 サ ウン

デ x ソ グ （SWS ）試験が
一

般的に 実施 さ れ て い る が，

硬質土 層や 転石 が比較的表層部 に存在す る とき，小 口 径

鋼管杭 な ど の 支持 層 （層 厚 ，傾 斜，強 度 ） を確認す る と

き な ど，SWS 試験 で は 貫 入 力 不 足 とな る 地 盤条件 で あ

る 場 合 に は，SWS 試験の 代わ りに 動的 コ
ー

ン 貫 入 試験

であ る 「オートマ チ ッ クラ ム サ ウン デ ィ ン グ 」 や 「ミニ

ラム サ ウソ デ ィ ン グ」 が実施 さ れて い る。また，土 木分

野で は 標準貫入試験 を補完 す る調 査 方法 と して も こ れ ら

試験 方法が使用 され て お り，建築
・土 木分 野 合わ せ て 実

施件 数 は年 間 1000件 以 上 とな っ て い る。

　 こ の よ うな現 状 で は ある が，国 内で 使用 され て い る動

的 コ
ー

ン 貫 入試験の うち，規格 ・基準 化 され て い る の は

「簡易動的 コ
ー

ン 貫 入試験方法 」（∫GS　1433， 1995年制

定） の み で あ る。一
方，ISO で は rDynamic　PrQbing」

とし て，打撃 エ ネ ル ギー
に よ っ て DPL （Light），　 DPM

（Medium ），DPH （Heavy ），DPSH （Super　Heavy ） の

4 種類 に 分類 さ れ た 動的 コ ー
ン 貫入 試験方法 の 規格 が

2005年 に 制定 され た 。

　 以 上 の よ う な 経緯
・
背景の も と に ，平成 23年度 に

「地 盤調査規格
・
基準委員会」 の 下 に 「動的 コ

ー
ン 貫 入

試験方法基準化検討 WG 」 を 立 ち 上 げ，基 準化 の 必 要

性 に つ い て の 議 論 を進 め た。実 務 で は 広 く使用 さ れ て い

る が ，基準 が制定 さ れ て い な い た め に 利用が 制限さ れ て

い る こ と，試験機 メーカー
に よ り機材寸法 ・性能が若 干

異 な るた め に 試験方法
・
計測方法を 統

一
す る必要 性 が あ

る こ とな どか ら，基準化の 必 要 性 と期待度は 高 く，ま た，
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表一1　 動的 コ
ー

ン 貫入 試 験方法 基 準化 WG 構成

グ ル
ーブ リーダ ー

大 島 昭 彦 大阪 市 立 大 学

幹 事 平林 弘 東亜 建 設 工 業 〔株 ｝

メ ン バ ・．
伊藤 義 行 応用 地 質 〔株）

メ ン バ ー
平 田 茂 良 大和 ハ ゥ ス ェ 業 〔株 ）

メ ン バ ー
平 出 務 〔独 ） 建 築 研 究 所

メ ン バ ー一
松本 樹 典 金 沢 大 学

基 準 化 が 可 能 な 見通 しに あ る との 結論 を得 た。引き続 き

平成23年度 に 「動的 コ
ー

ン 貫入 試験方法基 準 化 WG 」

が 設立され，試験装置 の寸法 ・重量 ，打 撃速 度，トル ク

測定方法，試験終 了 条 件 な どに つ い て議論 し，動的 コ
ー

ン 貫入 試験方法 の 基 準案 と して 取 りま と め た。

3． 基準案の概要

　本基準案は，土 や軟岩 へ の コ
ー

ン の 動的貫入 抵抗の 評

価を 行 う方法 を規定 した もの で あ り，7 章で 構成 され る 。

　基準 の 作成 に 当た っ て は，ISO で 規 定 す る 1打撃当

た りの 単位面積 エ ネル ギ
ー

が DPM （Medium ） に 相当

す る 「ミ ニ ラ ム サ ウ ン デ ィ ン グ 」，DPSH −A （Super
Heavy −A ） に 相 当 す る 「オートマ チ ッ ク ラ ム サ ウ ン デ

ィ ソ グ 」 を対 象 と し ， な る べ く ISOを取 り込む 規定内

容 と した 。 な お ， 先 の 試験名称 は商品名なの で，そ れ ぞ

れ 中型 ， 大型動的 コ
ー

ソ 貫入 試験 と呼ぶ こ とに した 。

　以下 に ，本基準案の 概要 に つ い て 述べ る。

　 1． 適 用範囲

　本 基 準 は，土 や 軟岩ヘ コ
ー

ン を 所定の 長 さを 打 ち 込 む

の に必 要 なハ ン マ
ー

の 打撃回 数を 測 定す る方 法 につ い て

規 定 した 。

　2． 引用規格

　3．　 用 語及び定義

　4． 試験装置

　試験装置 を打 撃装置，ア ン ビル ，コ
ー

ン ，ロ
ッ ド，ト

ル ク 測 定 装置，及 び 付帯装置 に 区 分 し，そ れ らが 具備す

べ き条 件 に つ い て 規 定 し た 。

　5． 試験手順

　ロ
ッ ドの 鉛直性，打 撃速 度及 び トル ク の 測定方法を 規

定 した。また，試験を 終了 して も良い 条件を明記 した。

　6． 試験結果

　試験結果 として，貫 入 長 に対 す る打 撃回 数 と トル ク を

報告す る こ とを規 定 した 。

　7． 報告

　報告 として ，現場報告書及び試験報告書に 区 分 し，記

録す べ き情報を規定 した。必 須の 記 録事項 と必 要に 応 じ

て 記録を行 えば よい 事項 とを 明 記 した。
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